
2026 年 10 月 26 日 

町田市立金井小学校 

校長  須藤  潤一郎 

 

11月は「いい歯の日」や「勤労感謝の日」、「和食の日」などがあります。食に関連するいろい

ろなことについて、考えるきっかけにしてみてはいかがでしょうか。 

10月使用分食材の産地について 

 10月使用分の食材の産地についてお知らせいたします。 

品目 産地 品目 産地 

野菜 魚・肉・卵・豆 

ねぎ 青森 ちりめんじゃこ 茨城 

小松菜 東京 ししゃも ノルウェー 

にんじん 北海道 真鯛 愛媛（愛南町） 

しょうが 高知 豚肉 群馬 神奈川 

白菜 長野 鶏肉 岩手 

ごぼう 青森 たまご 栃木 

大根 北海道 大豆 北海道 

きゅうり 群馬 果物 

玉ねぎ 北海道 みかん 佐賀 

もやし 栃木 種なし柿 奈良 

グリンピース 北海道 米 

とうもろこし 北海道 （銘柄）棚田コシヒカリ 佐賀 

 

よくかんで食べよう！ 

 11月 8日は語呂合わせで「いい歯の日」。歯は食べ物をしっかりかむためにとても大切で

す。また、よくかんで食べることは、体に良い働きがたくさんあります。そのため、普段か

ら意識してしっかり噛むようにしましょう。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

よくかんで食べると「いいこと」いっぱい！ 

① 味が分かって「おいしく」なる。 

 たくさんかむと、食べ物の本当の味や甘みが口いっぱいに 

広がって、もっとおいしく感じます。 

② 虫歯を防ぐ。 

 かむことによって出ただ液の働きで虫歯を予防します。 

③ 消化を助けて栄養バッチリ。 

 よくかむとだ液が出て、食べ物の飲み込みや消化・吸収を助けます。 

④ 脳の働きがよくなる。 

 あごの筋肉を動かすことで、脳の血流量が増え、脳を活性化します。 

受け継ごう『和食文化』 11月 24日は「和食の日」。「和食；日本人の伝統的な食文化」

は、2013（平成 25）年にユネスコ無形文化遺産として登録されました。 

 和食は、料理そのものだけではなく、「自然を尊ぶ」という日本人の気質に基づいた「食」に

関する「習わし」と位置付けています。この「和食文化」を、長く将来にわたって伝えていくた

めにも、私たちで守っていくことが大切です。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

よくかむと

食べすぎも

防げるよ。 


